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伊豆大島差木地漁港内における石詰め型生寶｢養殖礁｣によるクロアワビ
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東京都では伊豆諸島に適した新たなアワビ類養殖方

法の開発を目的として，伊豆大島差木地漁港内に造成

した人工礁にクロアワビ稚貝を放流し，これに配合飼

料を給餌しながら育成する粗放的な養殖を試みた(滝

尾ら2009)。その結果，給餌区の成長量は無給餌区と

比較して大きかったが，人工礁に着生あるいは漂着し

た天然海藻の摂餌が成長に大きく影響した可能性があ

り，配合飼料がどの程度成長に寄与したかは明らかに

できなかった。また，回収率については天然海域への

放流事例を下回ったが，人工礁からの逸散が減耗の一

因であり，礁からの逸散を防止すれば改善できる可能

性があると考えられた。

そこで今回は，逸散を防止する目的で，天然石を詰

めた密閉型の生贄（以下「養殖礁」と称する）を用い，

配合飼料を給餌しながらクロアワビおよびメガイアワ

ビ稚貝の育成を試みたので報告する。

材料と方法

試験区の設定今回試作した養殖礁（図ｌ）は，ト

リカルネツト製の篭（Ｌｌ３０×Ｗｌ３０×Ｈ45ｃｍ目合い

7.5mm),篭の周囲を補強する鉄筋コンクリート製枠(外

寸：Ｌ160×ＷＩ６０×Ｈ50cm，内寸：Ｌｌ３０×Ｗｌ３０×

H50cm)，および篭の上面に設置した，塩化ビニル板

とトリカルネットから成る４枚の蓋（Ｌｌ６０×Ｗ40cm/1

枚）で構成され，蓋は脱着が可能なように1枚あたり

4個のステンレス製ネジで鉄筋コンクリート製枠に取

り付けた。なお，蓋に使用したトリカルネットの目合

いは，４枚の蓋の内，外側に位置する２枚については

75,,1としたが，内側に位置する２枚については，蓋

を開けずに給餌を行うことができるように，給餌口部

分（Ｌ３０×Ｗ70cm）の範囲が29mm，その他の部分を７．５

１m１１とした。養殖礁は伊豆大島南部に位置する差木地漁

港（図２）内のコンクリート岸壁から約２ｍ離れた砂地
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図２伊豆大島および差木地漁港，大島事業所の位置図ｌ養殖礁

東京都島しょ農林水産総合センター大島事業所〒IOO-021Z東京都大島町波浮港１８

束京都島しょ農林水産総合センター八丈事業所〒'00-1511束京都八丈島八丈町三根4222

束京都小笠原水産センター〒lOO-2101東京都小笠原村父島清瀬

２
３

－７－



表］伊豆大島差木地漁港の養殖礁におけるクロアワビ，メガイアワビ育成結果

無給餌区給餌区

平均殼長±標準偏差平均体重±標準偏差個体数回収率

（､１m）（９）（個）（％）
測定日平均殻長±標準偏差平均体重±標準偏差個体数回収率

（､､）（９）（個）（％）
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表２給餌区における配合飼料の給餌スケジュール

給餌率※

（％）
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(ｇ／日）
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※供試貝の総重量に対する割合を示している。

図３蓋を１枚開けた状態の養殖礁（海中写真)。内部に長

径約２０～３０cm大の天然石を満載してある。

の海底水深約３ｍに，クレーンを用いて２礁設置し，

スキューバ潜水により篭内に差木地漁港内海底で採取

した長径約２０～３０cm大の天然石を満載した（図３)。

また，各礁の間隔は約５ｍで，一方を給餌区，もう一

方を無給餌区とした。採取した天然石には種々の海藻

が着生していたが，目視観察によれば，試験区間で海

藻の着生状況に差は認められなかった。なお，差木地

漁港は，水域面積約6,000㎡，平均水深約３ｍであり，

主に５トン以下の小型漁船の仮泊場として利用されて

いる。また，外洋に面して潮通しが良く，潜水観察に

よれば，海底は主に砂地で，テングサなどの海藻が繁

茂する岩盤や転石が散在している。

供試貝および飼育方法供試貝は東京都栽培漁業

センターにおいて2003年１１月に人工採苗したクロア

ワビおよびメガイアワビを用いた．供試貝の選別と測

定は2004年11月３０日に行い，この日を試験開始日と

した。また，供試貝は，東京都島しょ農林水産総合セ

ンター大島事業所（以下大島事業所と記す）の流水水

槽で配合飼料（日本農産あわび３号Ｎ）を飽食量給餌

しながら３日間蓄養した後，2004年１２月３日にスクー

（潜水により各試験区へ放流した。供試貝の大きさと

個数は，給餌区は平均殻長23.0mm，平均体重L7gのク

ロアワビが500個体，平均殻長253ｍ]，平均体重1.99

のメガイアワビが500個体，無給餌区は平均殻長23.0

mm，平均体重L6gのクロアワビが500個体，平均殻長

25.6Ⅲ平均体重199のメガイアワビが500個体であ

り（表ｌ），両試験区ともにクロアワビとメガイアワビ

を混養した。

給餌区への給餌は，週３回（月，水，金)，水槽飼育

時と同じ配合飼料を与えた。また，１回あたりの給餌

量は,供試貝の成長に合わせて約１ヶ月毎に変更し（表

2)，供試貝総重量に対して，実験開始時が１８％，終

了時がＬ6％であった。投餌は，養殖礁と漁港コンク

リート岸壁を結んだガイドロープに通した筒状ネット

を介し，岸壁から行った（図４)。

回収および測定方法試験開始後の供試貝の測定

は，１１３日目の2005年３月２３日と191日目の６月９日

の２回おこなった。測定貝の回収はスクーバ潜水によ

り行い，３月２３日には各試験区から，各種50個体を

無作為に回収して，陸上で殼長のみを測定し，速やか
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養殖礁内環境調査水温は，給餌区の養殖礁内にメ

モリー式の水温計（アレック電子社製compact-CT）

を設置して測定した。また，測定日に目視観察により

養殖礁内における生物の出現状況を確認した。

図４養殖礁で用いた給餌器および給餌時の概念図。筒状

のネットを通過した配合飼料･が蓋の網目から養殖礁内に入

る。

結果
に各試験区へ再収容した。また，６月９日には養殖礁

内の供試貝を全て回収し，大島事業所へ持ち帰り，殼

長と体重を測定して試験を終了した。なお，両測定日

ともに死殼の回収および計数は行わなかった。また，

試験期間中における，殻長の日間成長量（以下日間成

長量)，体重の日間増重率（以下Ｈ間増重率)，および

試験開始時および終了時の肥満度を次式により求め

た。

回収率試験終了時および終了時における供試貝の

個体数と回収率を表ｌに示した。各試験区（養殖礁）

に収容したクロアワビメガイアワビ各5001固体のう

ち，１９１日目の試験終了時に試験区内で回収されたの

は，給餌区がクロアワビが130個体･(回収率260％)，

メガイアワビが394個体（回収率788％）であり，無

給餌区は，クロアワビが１５個体（回収率3.0％)，メガ

イアワビが157個体（回収率31.4％）であった。なお，

今回，死殻の回収および計数は行わなかったが，目視

観察によれば両試験区ともに礁内に目立った死殼は認

められなかった。

殻長の推移と成長量各測定日における供試貝の平

均殼長を表ｌに試験期間中における日間成長量を図

５に示した。クロアワビの平均殻長は，試験開始時に

は，給餌区，無給餌区ともに22.7mmであったが，１１３

日目には，給餌区４L8mm，無給餌区347Ⅲ１９１日目

の試験終了時には，給餌区544111m，無給餌区40.5Hlmと

なり，113日目，１９１日Ｆ'ともに試験区間で有意差が

認められた（t検定，Ｐ＜0.01）。また，試験期間中の

日間成長量は，給餌区l66qum／日，無給餌区ｇ３２１ｕ

ｍ／Ｒで，前者は後者の約18倍であった。メガイアワ

ビの平均殻長は，試験開始時には，給餌区，無給餌区

ともに252mmであったが，１１３日目には，給餌区４Ｌ６

Ⅲ無給餌区３１１Ⅲ］９１日目の試験終了時には，給

餌区S24mlu，無給餌区320111ｍとなり，１１３日目１９１

日口ともに試験区間で有意差が認められた（t検定，

Ｐ＜001)。また，試験期間中の日間成長量は，給餌

SＬｌ－ＳＬｏ
日間成長量い、／日)＝

。

Ｗｌ－Ｗｏ
日間増重率(％)＝ ×１００

{(Ｗｏ＋Ｗ,)／2}×．

Ｗ

×1０５肥満度＝
SＬ３

:平均体重(9)

:平均殻長(ｍ、）

:試験開始時の平均体重(9)

:試験終了時の平均体重(9)

:試験開始時の平均殻長(ｍ、）

:試験終了時の平均殻長(ｍ、）
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肥満度各測定日における供試貝の肥満度を図７に

示した。クロアワビの肥満度は，試験開始時には，給

餌区が１３２，無給餌区が13.0であったが，１９１日Ｆ|の

試験終了時には，給餌区が１２８，無給餌区が１０５とな

り,試験区間で有意差が認められた（t検定,Ｐ＜0.01）。

また，無給餌区では試験開始時と終了時の間で有意

差が認められた（t検定，Ｐ＜0.01)。メガイアワビの

肥満度は，試験開始時には，給餌区，無給餌区とも

にＩＬｌであったが，191日目の終了時には，給餌区が

１０８，無給餌区が９９となり，試験区間で有意差が認

められた（t検定，Ｐ＜００１）。また，無給餌区では試

験開始時と終了時の間で有意差が認められた（t検定，

Ｐ＜001）。

試験期間中の水温および養殖礁内における生物出現

状況試験期間中の水温は，最低水温が2005年３月２７

日の140℃，最高水温が2004年１２月５日の２１５℃，平

均水温が17.4℃であった（図８)。また，養殖礁内で観

察された主な生物は，マナマコＳ//CAOP1/ＭＪ/)o'7/cα，ヤ

ツデヒトデCosc/"αS/eﾉﾌﾞqsacw//Sp/"α，ウニ類，イボニ

シ777α/Ｓｃ/cMge/`α，シヨウジンガニＰ/αg"MJclﾉｾﾉ7ﾉﾉﾉﾌes，

イシガニ類，ヤドカリ類，サラサエビ類であったが，

両試験区間に種および個体数の差は認められなかっ

た。また，礁内の天然石への海藻着生状況にも差は認

められなかった。

区l424Ium／日，無給餌区35.Ｍｍ／Ｈで，前者は後

者の4.0倍であった。なお，クロアワビとメガイアワ

ビの成長を比較すると，両実験区ともに，クロアワビ

の方が成長量が大きく，給餌区がＬ１７倍,無給餌区２６２

倍であった。

体重の推移と成長量各測定日における供試貝の平

均体重を表ｌに，試験期間中における日間増重率を図

6に示した。クロアワビの平均体重は，試験開始時に

は，給餌区，無給餌区ともに169であったが，１９１日

目の終了時には，給餌区がZLlg，無給餌区が７４９と

なり，試験区間で有意差が認められた（t検定，Ｐ＜

0.01）。また，日間増車率は，給餌区が090％，無給

餌区が0.67％で，前者は後者の約134倍であった。メ

ガイアワビの平均体重は，試験開始時には，給餌区，

無給餌区ともにL8gであったが，１９１日Ｆ|の終了時に

は，給餌区が15.99,無給餌区が339であり，試験区

間で有意差が認められた（t検定，Ｐ＜001）。また，

日間増車率は，給餌区が0.83％，無給餌区が031％で，

前者は後者の約268倍であった。なお，クロアワビと

メガイアワビの日間増重率を比較すると，両試験区と

もに，クロアワビの方が大きく，給餌区が約1.08倍，

無給餌区約2」６倍であった。
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試験終了時（'９１日目）における給餌区の回収率は，

クロアワビ260％，メガイアワビ788％で，無給餌区

(クロアワビ３０％，メガイアワビ３１４％）に対して，

クロアワビが8.67倍，メガイアワビが251倍高く，給

餌による回収率の向上効果が認められた。一方，給餌メガイアワビクロアワビ、
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図６試験期間巾における殼長の日間成長量

1４

1３

２遡
握
国
壺

□実験開llh時

□実験終丁時

1０

2００４２００５

１１月１２月１月２月３月４月５月６月９
給餌区無給餌１Ｋ

クロアワビ

給餌'二熈給ljlilメ

メガイアソビ

図82004年’’１１～2005年６月における養殖礁内の句リリ

水温の推移図７試験期間中における殻長のＭｌｌ成長量

－１０－



間で養殖礁内の天然石への餌料海藻の着生状況や，礁

内に出現した生物に違いが認められなかった事，およ

び供試貝の回収率が両種ともに給餌区が無給餌区より

も高かった事から，この成長差は配合飼料の給餌によ

るものと考えられた。

以上，伊豆大鳥差木地漁港において海底に設置した

石詰め型生寶「養殖礁」を用いたクロアワビおよびメ

ガイアワビの養殖試験を行った結果，滝尾ら(2009)の

クロアワビの粗放的養殖試験と比較して，良好な回収

率および高成長が得られた。伊豆諸島沿岸は波静かな

湾など天然の地形に恵まれないため，垂下篭や網生贄

によるアワビの海中養殖は難しく，陸上養殖をおこな

うためには，施設の建設や維持に多大な費用を要する

上に餌料海藻として有用な大型褐藻類アントクメ

EWC"/OPS/s'･Ｑｃﾉﾉcosqが春から夏にかけて繁茂し，秋に

は枯死流出してしまう。したがって，今回試みた養殖

礁で配合飼料を給餌しながら育成するアワビ養殖は，

伊豆諸島に適した新たな養殖方法として期待できると

考えられた。今後は更に回収率を向上させるための礁

の形状や給餌方法に改良を加え，経済試算をおこなっ

て，養liiii礁によるアワビ類養殖の実用化の可能性につ

いて検討することが課題と考えられた。

区のクロアワビの回収率は滝尾ら(2009)の粗放的養殖

の給餌区における同年齢のクロアワビの回収率（２１０

日目で10.0％）に対して2.6倍高くなり，給餌区のク

ロアワビでは囲い込みによる回収率の向上効果が認め

られたが，無給餌区のクロアワビの回収率は滝尾ら

(2009)の無給餌区における同年齢のクロアワビの回収

率（210日目で18.2％）を下回り，無給餌区のクロア

ワビでは囲い込みによる回収率の向上効果は認められ

なかった。また，クロアワビとメガイアワビの回収率

を比較すると，給餌区で3.03倍，無給餌区で10.47倍，

メガイアワビの方が高くなっており，回収率は２種問

で大きく異なった。養殖礁における供試貝の減耗要因

としては，疾病，食害，逸散などが考えられるが，礁

内には目立った整死殻は認められず，疾病や食害が減

耗の主要因であったとは考えにくい。一方，今回の養

殖礁は，大部分は目合い７５１１１mのトリカルネットで囲

い込んでいるものの，給餌効率を考慮して，上面の

蓋の給餌口部分のみ，目合いが291Ⅲ１１と，試験開始時

の試験開始時のクロアワビ(227ｍｍ)，メガイアワビ

(25.1ｍｍ)の殼長より大きくなっており，試験開始直

後にここから逸散した可能性が高く，２種ilflの回収率

の違いは，両種の行動様式の違いによるものと考えら

れ，無給餌区では餌料不足により，逸散の秘度が給餌

区より大きくなったものと考えられる。

成長に関しては，給餌区の供試貝の日間成長量お

よび日間増車率は，クロアワビがｌ６６ｑｕｍ/日および

090％，メガイアワビが１４２４，ｕｍ/Ｈおよび0.83％で

あり，クロアワビの成長は，滝尾ら(2009)の粗放的養

殖の給餌区にける同年齢のクロアワビ旧問成長量お

よび日間増車率が２１０日で135.7/1ｍ/日および077％）

に対して日間成長量はＬ22倍，日間増車率はＬ１７倍

大きかった。また，滝尾ら(2009)の粗放的養殖の給餌

区におけるクロアワビの試験終了時の肥満度（127）

は，開始時（14.4）に対して有意に低かった（t検定，

Ｐ＜0.01）が，今回の給餌区の試験終了時におけるク

ロアワビの肥満度（128）は，開始時（132）との間に

有意差が認められなかった。これらのことから，養

殖礁によるアワビ養殖は，滝尾ら(2009)の粗放的養殖

に対して成長面で優位性があると考えられた。一方，

給餌区の日間成長菫および日間増重率を無給餌区（ク

ロアワビ：９３．２｣ｕｍ/日および0.67％，メガイアワビ：

３５６１ｕｍ/日および031％）と比較すると，日間成長量

(クロアワビが1.78倍，メガイアワビが4.0倍)，Ｈ間

増車率（クロアワビが134倍，メガイアワビが261倍）

ともに給餌区が無給餌区を大きく上回ったが，試験区

要約

伊豆大島差木地漁港内において，天然石を詰めた密

閉型の生贄「養殖礁」（外寸：Ｌ160×Ｗｌ６０×Ｈ50ｃｍ）

を用いて，クロアワビおよびメガイアワビ稚貝各500

1同体を，配合飼料を給餌しながらｌ９１Ｈ間育成した。

その結果，回収率と成長は，無給餌区，および同漁港

内において前年に行ったクロアワビの粗放的養殖試験

と比較して良好であり，給餌や囲い込みの効果が認め

られた。一方，減耗の主要因は給餌口からの逸散であ

ると考えられ，給餌や種の行動様式の影響が認められ

た。

キーワード：クロアワビ，漁港，人工礁，養殖
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